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（センター長 青野 透） 
 
■□■導入科目「初学者ゼミ」について考える■□■ 
～保健学専攻 FD研修会および文法経３学部合同 FD研究集会より～ 
今春より、教養カリキュラム刷新に伴い導入科目「初学者ゼミ」が開講される。今後は、全学部で
の必須化を見据えた「初学者ゼミ」についての議論が行われると思われる。１２月２１日医学系研究
科保健学専攻でＦＤ研修会が、１２月２２日には文学部、法学部、経済学部合同のＦＤ研究集会が開
催された。ともに、「初学者ゼミ」がテーマとして取り上げられた。その概要を紹介し、そこでの議論
を通して明確になってきた今後の検討すべき点をまとめておきたい。 
 保健学科では今春からの必須化は見送られたが、今後議論を深めるとのことであった。２つの報告
があった。まず筆者が他大学における初年次少人数ゼミナールの開講状況、授業内容について紹介し
た。国立大学の半数以上で全学共通科目として開講されていること、また京都大学の初年次少人数ゼ
ミナール「ポケットゼミ」のシラバスを基に授業形態を分類した結果を述べた。もう一つの報告では、
文学部の古畑先生が今春の教養カリキュラム刷新に至る検討の経緯、「初学者ゼミ」の趣旨を説明され
た。さらに、少人数ゼミナールの具体例として、東京女子医科大学で行われているチュートリアルに
ついて紹介された。２つの報告の後、自由討議が行われたが、主な論点はゼミナールとは何かであっ
た。筆者の報告でも紹介したが、多くの大学で行われている初年次の少人数ゼミナールでは、各教員
が考えるゼミナールの到達目標と必要とする授業形態に大きなばらつきがある。例えば京都大学の「ポ
ケットゼミ」では、双方向の議論を重視するという基本方針はあるものの、講義中心のもの、最小限
の知識を与えた上で輪読、実験、実習を行わせるもの、さらに発展的なものとして基本学習を行った
うえで学生自身にテーマを設定させるものなど、その授業形態は各教員の裁量に委ねられている。主
体的な学習を促すために学生自身にテーマを設定させるところまで到達したいが、それに必要なミニ
マムエッセンスをどう設定して、初年次の学生にごく限られた時間でいかに伝えるか、題材、分野に
よっては大きな困難が予想される。チュートリアルとは、ある問題に基づき、学生たちが自分たちで
議論しながら、学習の内容・方法・方向を決めて問題を解決していくグループ学習をいい、教師は知
識を与えない助言者として参加する。筆者の個人的な経験からは、理系の研究室でのゼミといえば実
験データの検討会や論文の輪読会などを頭に浮かべるが、より豊富な経験や知識をもつ教員や先輩が
指導するという形態が主となる。文系、理系など分野固有の題材のよさをいかす最適な授業形態を模
索する必要があるのかもしれない。自由討議では、平成２０年度からの３学域それぞれでゼミの標準
的な授業形態を設定する必要があるのではないかという意見に収束したように思えた。 
 文学部、法学部、経済学部の合同研究集会では、井上先生（法学部）、竹島先生（経済学部）、古畑
先生（文学部）が、現行の教養カリでの少人数ゼミナール、経済学部の専門科目として開講されてい
る基礎演習での経験や取り組みを紹介された。学生主体の議論やデイベートといったゼミの実施形態
が紹介されたが、保健学専攻でのＦＤ研修会とは対照的に、実施形態についての議論は起こらなかっ
た。文系ではゼミナールの標準的な実施形態はすでに存在していると思われる。討論での主な論点は、
教員と学生、学生と学生との双方向、多方向の議論を保障する環境についてであった。互いの信頼関
係を早期に築くことがきわめて重要であると指摘された。成績評価についても議論された。この点に
ついては保健学専攻の研修会でも論点となった。井上先生は、学生による自己評価を取り入れた成績
評価の取り組みを紹介され、学生にとっては自己発展につながると述べられた。 
 今後、「初学者ゼミ」の全学必須化に向けて、さらなる議論と全学での情報の共有が必要と思われる。 
（大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
 
